
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録媒体が収納されたカートリッジを保持するカートリッジホルダと、
　上記カートリッジが挿入される挿入位置から上記カートリッジホルダ内で上記記録媒体
に対する情報信号の記録又は再生が可能な記録又は再生位置へ直線状に上記カートリッジ
を引き込む引き込み手段と、
　記録又は再生部が設けられ、上記記録又は再生位置に移動されたカートリッジに対する
接離方向に移動可能に配設され、上記カートリッジに収納された記録媒体に対する情報信
号の書き込み又は読み出しが可能な書き込み又は読み出し位置と、上記カートリッジより
離間した離間位置との間に亘って移動操作されるシャーシと、
を備え

【請求項２】
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、
　上記引き込み手段は、カートリッジの後側面部に当接する当接係合部を有し、この当接
係合部によって上記カートリッジの後側面部を押圧して上記カートリッジを上記記録又は
再生位置に向かって移動させ、上記カートリッジの記録又は再生位置への移動が完了した
とき、上記カートリッジの引き込み方向とは逆の方向に戻ることにより上記当接係合部を
上記カートリッジより離間させることを特徴とする記録媒体ローディング機構。

上記シャーシは、上記引き込み手段により上記カートリッジが上記記録又は再生位置に
移動されたとき、上記記録媒体に対する情報信号の書き込み又は読み出しが可能な書き込
み又は読み出し位置に移動されることを特徴とする請求項１記載の記録媒体ローディング



【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、記録再生装置において、記録媒体を収納したカートリッジをこの記録再生装置
に対して装着させる記録媒体ローディング機構に関する技術分野に属する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、光ディスクや光磁気ディスクの如きディスク状の光学記録媒体が提案されている。
このようなディスク状光学記録媒体は、光学ピックアップ装置を備えて構成された記録再
生装置において、情報信号の記録及び再生をなされる。光学ピックアップ装置は、記録再
生部となるメカシャーシ上に配設されている。このメカシャーシ上には、ディスク状記録
媒体を回転操作する回転操作機構が配設されている。
【０００３】
また、これらディスク状光学記録媒体をカートリッジに収納して構成されたディスクカー
トリッジが提案されている。このようなディスクカートリッジは、記録再生装置に設けら
れた記録媒体ローディング機構により、該記録再生装置のメカシャーシ上に装着されて、
カートリッジに収納されたディスク状記録媒体に対する情報信号の記録及び再生をなされ
る。
【０００４】
記録媒体ローディング機構は、記録再生装置の外方側より挿入操作されるディスクカート
リッジを保持するカートリッジホルダを有している。このカートリッジホルダは、モータ
等の駆動力をギヤやカムにより伝達されることで移動操作可能となされている。このカー
トリッジホルダは、前方側より水平に挿入操作されたディスクカートリッジを保持すると
、まず、水平に後方側に移動操作されて、該ディスクカートリッジを記録再生装置の内方
側に引き込む（いわゆるフロントローディング）。
【０００５】
そして、カートリッジホルダは、保持しているディスクカートリッジをメカシャーシの上
方とする位置において停止され、次に、このメカシャーシに対して接近する方向に移動操
作（下降操作）されることにより、保持しているディスクカートリッジを該メカシャーシ
に対して装着させる。
【０００６】
メカシャーシ上に装着されたディスクカートリッジは、カートリッジをメカシャーシ上に
おいて保持され、このカートリッジに収納されたディスク状記録媒体が回転操作機構によ
り保持されて回転操作される。この状態において、光学ピックアップ装置は、ディスク状
記録媒体に対する情報信号の書き込み及び読み出しを行うことができる。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、上述のような記録媒体ローディング機構においては、カートリッジホルダを後
方側に移動させるとともに、さらに、このカートリッジホルダを下降させなければならな
いため、このカートリッジホルダを移動操作するための機構が複雑である。したがって、
ローディング機構の全体が大型化してしまう虞れがある。
【０００９】
　そこで、本発明は、上述の実情に鑑みて提案されるものであって、カートリッジホルダ
等を有して構成される引き込み手段を始めとする各部分の機構が簡素化さ 記録媒体ロ
ーディング機構の提供という課題を解決しようとするものである。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
　上述の課題を解決するため、本発明に係る記録媒体ローディング装置は、記録媒体 収
納 カートリッジを
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機構。

れた

が
された 保持するカートリッジホルダと、上記カートリッジが挿入される



。
【００１１】
　本発明に係る記録媒体ローディング装置を構成する引き込み手段は、カートリッジの後
側面部に当接する当接係合部を有し、この当接係合部によって カートリッジの後側面
部を押圧して カートリッジを

当接係合部を上記カートリッジより離間させるようにし
たものである。
【００１２】
　さらに、本発明に係る記録媒体ローディング は 記シャーシは、上記引き込み手
段により上記カートリッジが上記記録又は再生位置に移動されたとき、上記記録媒体に対
する情報信号の書き込み又は読み出しが可能な書き込み又は読み出し位置に移動される。
【００１３】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を図面を参照しながら説明する。
【００１４】
この実施の形態は、本発明に係る記録媒体ローディング機構を、図１に示すように、記録
媒体としてディスク状記録媒体２０２（情報信号の記録及び再生が可能な光磁気ディスク
、または、情報信号の再生のみが可能な光ディスク）を用いて情報信号の記録再生を行う
記録再生装置を構成するために用いられるディスクカートリッジローディング機構として
構成したものである。ディスク状記録媒体２０２は、カートリッジ２０３に収納されてデ
ィスクカートリッジ２０１を構成している。このディスクカートリッジローディング機構
を、以下の順序により説明する。
【００１５】
〔１〕ディスクカートリッジローディング機構の概要
〔２〕ディスクカートリッジの構成
〔３〕メインシャーシ及びフローティングシャーシの構成
〔４〕ローディングモータ及びカムギヤの構成
〔５〕カートリッジホルダの構成
〔６〕制御プレートの構成
〔７〕メカシャーシの構成
〔８〕ディスクカートリッジローディング機構の動作
〔１〕ディスクカートリッジローディング機構の概要
このディスクカートリッジローディング機構は、図１に示すように、引き込み手段となる
カートリッジホルダ１８により、ディスクカートリッジ２０１を保持して後方側に引き込
んでおき、このように引き込まれたディスクカートリッジ２０１を、記録再生部となるメ
カシャーシ３７により、下方側よりチャッキングするように構成したものである。
【００１６】
カートリッジホルダ１８には、ディスクカートリッジ２０１に係合する引き込みレバー３
０が設けられている。このカートリッジホルダ１８は、ローディングモータ５９の駆動力
によって移動操作される。また、このローディングモータ５９は、前後方向にスライド可
能に支持された制御プレート１０２をスライドさせる。この制御プレート１０２は、スラ
イド操作されることにより、メカシャーシ３７の移動操作（チャッキング動作）、磁気ヘ
ッド５１の昇降操作（再生モードと記録モードとの切換え）及び蓋部材７の開閉操作を行
う。
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挿入位置から上記カートリッジホルダ内で上記記録媒体に対する情報信号の記録又は再生
が可能な記録又は再生位置へ直線状に上記カートリッジを引き込む引き込み手段と、記録
又は再生部が設けられ、上記記録又は再生位置に移動されたカートリッジに対する接離方
向に移動可能に配設され、上記カートリッジに収納された記録媒体に対する情報信号の書
き込み又は読み出しが可能な書き込み又は読み出し位置と、上記カートリッジより離間し
た離間位置との間に亘って移動操作されるシャーシとを備える

上記
上記 上記記録又は再生位置に向かって移動させ、上記カート

リッジの記録又は再生位置への移動が完了したとき、上記カートリッジの引き込み方向と
は逆の方向に戻ることにより上記

機構 、上



【００１７】
〔２〕ディスクカートリッジの構成
このディスクカートリッジローディング機構を用いて構成される記録再生装置において記
録媒体として使用されるディスク状記録媒体２０２には、情報信号の記録及び再生が可能
な光磁気ディスクと、情報信号の再生のみが可能な光ディスクとがある。
【００１８】
光磁気ディスクは、直径が例えば６４ｍｍ程度のポリカーボネイトの如き透明合成樹脂材
料よりなるディスク基板に、磁性材料からなる信号記録層が被着形成されて構成されてい
る。この信号記録層は、集光されたレーザビームの照射等の手段により局所的にいわゆる
キュリー温度以上に加熱され、この加熱された部分に外部磁界が印加されることにより、
情報信号の書き込みをなされる。このように書き込まれた情報信号は、上記信号記録層に
レーザビームの如き直線偏光光束を照射し、この光束の反射光束についての該記信号記録
層におけるいわゆるカー効果による偏光方向の回転を検出することにより、読み出すこと
ができる。
【００１９】
また、光ディスクは、上記光磁気ディスクのディスク基板と同様のディスク基板に、アル
ミニウムの如き金属材料よりなる反射層が被着形成されて構成されている。この光ディス
クのディスク基板には、射出成形等の手段により、情報信号に対応した微細なピット列が
形成されている。この光ディスクに書き込まれている情報信号は、上記ピット列にレーザ
ビームの如きコヒーレント光光束を照射し、この光束の反射光束についての該記信号記録
層における拡散や干渉による光量の変化を検出することにより、読み出すことができる。
【００２０】
そして、これらディスク状記録媒体２０２は、図１に示すように、カートリッジ２０３に
回転可能に収納されて、ディスクカートリッジ２０１を構成している。このカートリッジ
２０３は、一辺の長さがディスク状記録媒体２０２の直径に略々対応した矩形状の主面部
を有する薄い筐体状に構成されている。このカートリッジ２０３は、上面側の主面部に、
ディスク状記録媒体２０２の信号記録面の一部を外方に臨ませるための磁気ヘッド用開口
部２０６を有している。また、このカートリッジ２０３は、下面側の主面部の磁気ヘッド
用開口部２０６に対向する位置に光学ピックアップ用開口部を有し、また、図２０に示す
ように、この下面側の主面部の略々中央部分にチャッキング用開口部２１４を有している
。このディスクカートリッジ２０１は、記録再生装置に対して、図１中矢印Ｅで示すよう
に、前方方向に挿入される。
【００２１】
このディスクカートリッジ２０１のカートリッジ２０３において、磁気ヘッド用開口部２
０６及び光学ピックアップ用開口部は、シャッタ部材２０５によって開閉可能となされて
いる。このシャッタ部材２０５は、これら開口部２０６に対応した互いに平行に相対向さ
れたシャッタ板部と、これらシャッタ板部の一端側同士間を連結する連結部とを有して、
合成樹脂材料または金属材料により、一体的に構成されている。このシャッタ部材２０５
は、連結部を、カートリッジ２０３の一側部に形成された溝部分である支持溝部２０７に
摺動可能に支持されている。すなわち、シャッタ部材２０５は、カートリッジ２０３の一
側部に沿って後方にスライドされることにより上記各開口部２０６を開蓋し、後方側より
前方にスライドされて初期位置に復帰されると各シャッタ板部により該各開口部２０６を
閉蓋する。
【００２２】
シャッタ部材２０５には、連結部の略々中央位置に、側方側に向けて、シャッタ閉蓋孔２
０８が開設されている。このシャッタ閉蓋孔２０８は、記録再生装置においてシャッタ部
材２０５を閉蓋操作するための部材（板バネ）が係合するためのものである。
【００２３】
ディスク状記録媒体２０２の中心部には、円形のチャッキング孔が開設されている。この
チャッキング孔は、上面側より、チャッキングプレート２０４により閉蓋されている。こ
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のチャッキングプレート２０４は、鉄やステンレスの如き、磁性を有する金属材料により
、チャッキング孔に略々対応した直径の円盤状に形成されている。これらチャッキング孔
及びチャッキングプレート２０４は、チャッキング用開口部２１４を介して、カートリッ
ジ２０３の外方に臨んでいる。
【００２４】
そして、カートリッジ２０３の下側主面部には、対をなす前方側及び後方側位置決め穴２
１５，２１３が形成されている。前方側位置決め穴２１５は、上記光学ピックアップ用開
口部の前方側の主面部の縁部近傍に位置しており、長径方向が前後方向となされた長円形
に形成されている。また、後方側位置決め穴２１３は、上記光学ピックアップ用開口部の
後方側の主面部の縁部近傍に位置しており、円形に形成されている。
【００２５】
　また、カートリッジ２０３の下側主面部後方側の他側側の縁部近傍には、複数の識別用
穴が形成されている。これら識別用穴は、このカートリッジ２０３が収納しているディス
クの種別や状態、例えば情報信号の記録が可能か否かを識別するためのものである。カー
トリッジ２０３内には、識別用穴に対応して、後側面部にセーブノッチ２０９が設けられ
ている。このセーブノッチ２０９は、カートリッジ２０３内で移動操作されることにより
、上記識別用穴のうちの一の内部に進退し、この識別用穴の深さを変えて、情報信号の記
録可否の識別状態を切り換える。さらに、このカートリッジ２０３の下側主面部前方側の
両側側の縁部には、図２に示すように、それぞれ被係合凹部２１０，２１１が形成されて
いる。また、支持溝部 の反対側の側面部の前方側部分には、溝部２１２が設けられ
ている。
【００２６】
〔３〕メインシャーシ及びフローティングシャーシの構成
このディスクカートリッジローディング機構は、図１に示すように、メインシャーシ１を
有して構成されている。このメインシャーシ１は、平板状に形成され、記録再生装置の図
示しない外筐体内において、この外筐体の底面部上に固定して取付けられる。このメイン
シャーシ１は、四隅部のそれぞれに、フローティングシャーシ支持片２を有している。こ
れらフローティングシャーシ支持片２は、メインシャーシ１の一部がこのメインシャーシ
１の上面部よりも上方側に向けてクランク状に屈曲されることにより、このメインシャー
シ１の上面部よりも上方側に位置する水平面部を構成している。これらフローティングシ
ャーシ支持片２には、それぞれフローティングシャーシ取付け孔４が設けられており、後
述するように、フローティングシャーシ１０が取付けられる。
【００２７】
このメインシャーシ１の前方側には、記録再生装置の外筐体の前面部に設けられるディス
クカートリッジ挿入スロットに対応されるディスクカートリッジ挿入口６が設けられてい
る。すなわち、記録再生装置において、ディスクカートリッジ挿入スロットより水平に挿
入されたディスクカートリッジ２０１は、このメインシャーシ１においては、ディスクカ
ートリッジ挿入口６を介して、このメインシャーシ１上に進入される。
【００２８】
このディスクカートリッジ挿入口６は、回動可能に支持された蓋部材７によって開閉可能
となされている。この蓋部材７は、この蓋部材７の上縁部に左右端に亘って取付けられる
支軸８により、回動可能に支持されている。この支軸８の両端側部分は、メインシャーシ
１の前端側部分の両側部によって、軸回りに回動可能に支持されている。この蓋部材７は
、支軸８より下方側に垂れ下がった状態でディスクカートリッジ挿入口６を閉蓋するとと
もに、後方側に回動されることにより、該ディスクカートリッジ挿入口６を開蓋する。こ
の蓋部材７は、支軸８に巻きかけられた捻りコイルバネ９により、図１中矢印Ａで示すよ
うに、閉蓋状態となるように回動付勢されている。この蓋部材７は、ディスクカートリッ
ジ挿入口６を介してディスクカートリッジ２０１が挿入操作されるとき、このディスクカ
ートリッジ２０１のカートリッジ２０３の前端部によって、捻りコイルバネ９の付勢力に
抗して押し開けられる。
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【００２９】
なお、蓋部材７には、記録再生装置の外筐体の一部をなすディスクカートリッジ挿入スロ
ットの蓋部が外板として取付けられる。
【００３０】
メインシャーシ１の上方側には、複数のダンパ３を介して、フローティングシャーシ１０
が配設されている。このフローティングシャーシ１０は、メインシャーシ１と同様の大き
さを有する略々平板状に形成され、両側側部分が下方側に屈曲されて形成されている。こ
のフローティングシャーシ１０の四隅部には、メインシャーシ１の各フローティングシャ
ーシ支持片２に対応する被支持片１１が外側側に屈曲形成されている。これら被支持片１
１には、ダンパ嵌合凹部１２が設けられている。このフローティングシャーシ１０は、各
ダンパ嵌合凹部１２に嵌合されたダンパ３が、それぞれネジ５により、メインシャーシ１
のフローティングシャーシ支持片２に取付けられることにより、このメインシャーシ１上
において、いわゆるフローティング支持される。各ダンパ３をフローティングシャーシ支
持片２に取付けるネジ５は、各ダンパ３に挿通されて、フローティングシャーシ支持片２
のフローティングシャーシ取付け孔４に螺入される。
【００３１】
このフローティングシャーシ１０は、ディスクカートリッジ挿入口６を介して挿入された
ディスクカートリッジ２０１を保持するための一対のカートリッジ保持爪部１０６，１０
７を有している。これらカートリッジ保持爪１０６，１０７は、フローティングシャーシ
１０の一部が屈曲形成されて形成されており、このフローティングシャーシ１０の前方側
の両側側部分に位置して水平に形成されている。これらカートリッジ保持爪１０６，１０
７は、ディスクカートリッジ挿入口６より挿入されたカートリッジ２０３の下面部の両側
側部分に当接して、このカートリッジ２０３を前後方向に移動可能に支持する。
【００３２】
また、このフローティングシャーシ１０の一方側の側壁部の略々中途部には、このフロー
ティングシャーシ１０の内方側に向けて、シャッタ開蓋片１２９が突設されている。この
シャッタ開蓋片１２９は、フローティングシャーシ１０の一部が屈曲されて形成されてい
る。このシャッタ開蓋片１２９は、このフローティングシャーシ１０内にディスクカート
リッジ２０１が挿入されたとき、支持溝部２０７内に進入し、シャッタ部材２０５の連結
部の前端部に当接し、このディスクカートリッジ２０１が該フローティングシャーシ１０
内に収納されたとき、該シャッタ部材２０５を開蓋状態となす。また、一方側の側壁部の
前方側部分には、このフローティングシャーシ１０の内方側に向けて膨出するようにして
、シャッタ閉蓋バネ１２７が配設されている。このシャッタ閉蓋バネ１２７は、このフロ
ーティングシャーシ１０にディスクカートリッジ２０１が挿入されたとき、シャッタ部材
２０５のシャッタ閉蓋孔２０８に嵌入係合し、このディスクカートリッジ２０１が該フロ
ーティングシャーシ１０より抜き出されるとき、該シャッタ部材２０５を閉蓋状態となす
。さらに、フローティングシャーシ１０には、挿入操作されたディスクカートリッジ２０
１の側面部を支持する板バネ１２８が設けられている。この板バネは、シャッタ開蓋片１
２９の後方側（奥側）に位置して配設されている。
【００３３】
また、このフローティングシャーシ１０の上面部には、後述する磁気ヘッド装置５１を昇
降操作するためのヘッド昇降板８４が回動可能に取付けられている。このヘッド昇降板８
４は、フローティングシャーシ１０の上面部に形成された透孔８８内に位置し、この透孔
８８の両側部間に亘って配設されている。このヘッド昇降板８４は、両側縁部分を、支軸
８５，８６を介してフローティングシャーシ１０に対して回動可能に支持されている。こ
れら支軸８５，８６は、フローティングシャーシ１０の透孔８８の両側部に形成された支
持片８９，９０によって支持されている。
【００３４】
このヘッド昇降板８４は、回動可能に支持されることにより、前縁側部分を上下方向に移
動可能としている。このヘッド昇降板８４は、このヘッド昇降板８４とフローティングシ
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ャーシ１０との間に配設された捻りコイルバネ９２により、前縁側部分を上方側とする方
向に回動付勢されている。すなわち、このヘッド昇降板８４は、自然状態においては、磁
気ヘッド５１を上昇させた状態（装着されたディスク状記録媒体２０１より離間させた状
態）に維持する。
【００３５】
また、このフローティングシャーシ１０には、後述するように押圧手段となる押圧バネ９
６，９７が、前方側の両側側部分に位置して取付けられている。
【００３６】
そして、このフローティングシャーシ１０には、後述するように、ローディングモータ取
付け板５８を介してローディングモータ５９が取付けられるとともに、制御プレート１０
２及び引き込み手段となるカートリッジホルダ１８が前後方向にスライド可能に取付けら
れる。
【００３７】
〔４〕ローディングモータ及びカムギヤの構成
フローティングシャーシ１０の後方側の下部には、図１に示すように、ローディングモー
タ取付け板５８が取付けられている。このローディングモータ取付け板５８は、両側側に
有する取付け片部７３，７３に設けられたネジ孔７４，７４により、フローティングシャ
ーシ１０の下縁部にネジ止めされている。このローディングモータ取付け板５８の下面部
には、ローディングモータ５９が取付けられている。このローディングモータ５９は、駆
動軸６０を、ローディングモータ取付け板５８に設けられた透孔を介して、このローディ
ングモータ取付け板５８の上方側に突出させている。この駆動軸６０には、駆動ギヤ６１
が取付けられている。
【００３８】
この駆動ギヤ６１は、図７に示すように、フローティングシャーシ１０の天板部より垂下
された支軸により回転可能に軸支された第１の減速ギヤの大径ギヤ部７５に噛合している
。この第１の減速ギヤの小径ギヤ部７６は、フローティングシャーシ１０の天板部より垂
下された支軸により回転可能に軸支された第２の減速ギヤの大径ギヤ部７７に噛合してい
る。この第２の減速ギヤの小径ギヤ部７８は、フローティングシャーシ１０の天板部より
垂下された支軸により回転可能に軸支されたカムギヤ８０の外周ギヤ部７９に噛合してい
る。
【００３９】
すなわち、カムギヤ８０は、ローディングモータ５９の駆動力によって回転操作される。
このカムギヤ８０は、上面部の外周側部分に、所定の角度範囲（３００°程度）に亘る円
弧状の条部８１を有している。また、このカムギヤ８０は、下面部に、図１５に示すよう
に、所定の角度範囲（６０°程度）に亘る突部８０ａを有している。このカムギヤ８０は
、上面部の条部８１の一端部である当接部８１ａにより後述するカートリッジホルダ１８
を押圧して移動操作するとともに、この条部８１の他端部上に突設された制御ピン８１ｃ
により後述する制御プレート１０２を移動操作する。また、このカムギヤ８０は、下面部
の突部８０ａの位置を、ローディングモータ取付け板５８上に取付けられた再生モードス
イッチ６８及び記録モードスイッチ６９によって検出されることにより、再生モード及び
記録モードに対応した回転角度位置に制御される。
【００４０】
なお、このディスクカートリッジローディング機構においては、後述するメカシャーシ３
７を回動可能に支持しているために、ローディングモータ５９として低トルクで小型のも
のが使用できる。ただし、このディスクカートリッジローディング機構は、メカシャーシ
３７を回動可能に支持するのではなく、上下方向にスライド可能に支持しても構成するこ
とができる。
【００４１】
〔５〕カートリッジホルダの構成
フローティングシャーシ１０の天板部の下面部には、カートリッジホルダ１８が前後方向
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にスライド可能に配設されている。このカートリッジホルダ１８は、金属板材料が屈曲形
成されて、一体的に構成されている。このカートリッジホルダ１８は、上面部に植設され
た支持ピン１９，２０及び上面側に屈曲された支持爪２１を、フローティングシャーシ１
０の上面部に設けられたガイド部となるガイドスリット１４，１５及びガイドスリット１
７にそれぞれ挿通係合させることにより、前後方向にスライド可能となされている。
【００４２】
　このカートリッジホルダ１８は、ディスクカートリッジ２０１が前方側より挿入された
とき、挿入されたディスクカートリッジ２０１を保持し得るように、天板部と、この天板
部の両側側縁部より下方側に垂下された左右側壁部とを有して構成されている。左右側壁
部のうちの一方には、この側壁部の下端部より内方側に屈曲された支持片部２３が設けら
れている。この支持片部２３は、フローティングシャーシ１０のシャッタ開蓋片１２９と
共働して、ディスクカートリッジ２０１を両側側より保持するものである。すなわち、こ
の支持片部２３は、図５に示すように、ディスクカートリッジ２０１が前方側より挿入さ
れたとき、カートリッジ２０３において支持溝部 の反対側の側面部に設けられた溝
部２１２に進入する。
　このカートリッジホルダ１８において、ディスクカートリッジ２０１は、前方側より、
上記天板部の下方側の各壁部間に挿入され、支持片部２３及びフローティングシャーシ１
０のシャッタ開蓋片１２９により支持溝部 及び溝部２１２を支持されて、保持され
る。このとき、ディスクカートリッジ２０１は、下方側の主面部の全面を下方側、すなわ
ち、後述するメカシャーシ３７側に臨ませており、チャッキング用開口部２１４、光学ピ
ックアップ用開口部、上記各位置決め穴２１５，２１３及び上記識別用穴を該メカシャー
シ３７ ませる。
【００４３】
このカートリッジホルダ１８の後端縁部には、挿入されたディスクカートリッジ２０１の
前端部が当接する後壁部２２が設けられている。この後壁部２２は、カートリッジホルダ
１８の後縁側部分が下方側に屈曲されることにより形成されている。
【００４４】
そして、このカートリッジホルダ１８の天板部には、後方側部分に、両端側が一対の抑え
部２５，２６となされた抑えバネ２４が取り付けられている。この抑えバネ２４は、中央
部分を天板部の上面部に固定され、両端側の抑え部２５，２６を該天板部に設けられた透
孔２７，２８を介して、下方側に臨ませている。これら抑え部２５，２６は、カートリッ
ジホルダ１８の下方側にディスクカートリッジ２０１が挿入されると、このディスクカー
トリッジ２０１のカートリッジ２０３の上方側の主面部の後縁側部分を押圧支持する。
【００４５】
そして、このカートリッジホルダ１８には、図４に示すように、引き込みレバー３０が設
けられている。この引き込みレバー３０は、中央部分の支持孔３１にカートリッジホルダ
１８の上面部に植設された支軸３２を挿通させることにより回動可能に支持されている。
この引き込みレバー３０は、このカートリッジホルダ１８の下方側に挿入されたディスク
カートリッジ２０１の側面部に前端側を臨ませるように位置されている。この引き込みレ
バー３０の前端側には、カートリッジ２０３の被係合凹部２１１に側方側より嵌入する保
持爪３４が設けられている。また、この引き込みレバー３０の後端側には、上方側に向け
て制御ピン３０ａが突設されている。この制御ピン３０ａは、フローティングシャーシ１
０に設けられたガイドスリット１５に挿通係合している。この引き込みレバー３０は、こ
の引き込みレバー３０が有する係止片１２４とカートリッジホルダ１８が有する係止片１
２６との間に張架された引っ張りコイルバネ１２５により、保持爪３４を被係合凹部２１
１より抜き取る方向に回動付勢されている。そして、この引き込みレバー３０の支持孔３
１の近傍には、カートリッジ２０３が挿入されたときにこのカートリッジ２０３の前端部
により後方側に押圧される被押圧ピン３３が設けられている。すなわち、ディスクカート
リッジ２０１がカートリッジホルダ１８の下側に挿入されたとき、引き込みレバー３０は
、図６に示すように、カートリッジ２０３の前端部により被押圧ピン３３を押圧され、引
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っ張りコイルバネ１２５の付勢力に抗して回動操作され、保持爪３４を被係合凹部２１１
に嵌入させる。
【００４６】
また、引き込みレバー３０の制御ピン３０ａは、カートリッジホルダ１８が前方側に位置
し、かつ、ディスクカートリッジ２０１が挿入されていない状態においては、ガイドスリ
ット１５の前端側の屈曲部１６内に位置している。この状態においては、カートリッジホ
ルダ１８は、後方側に移動させる力を受けても、制御ピン３０ａが屈曲部１６の後縁部に
当接することによって、移動を阻止される。そして、ディスクカートリッジ２０１が挿入
されて引き込みレバー３０が回動されると、カートリッジホルダ３０は、図６中矢印Ｈで
示すように、制御ピン３０ａが屈曲部１６より抜け出してガイドスリット１５の直線部に
至ることにより、後方側への移動が可能となる。
【００４７】
このカートリッジホルダ１８は、天板部に設けられたバネ係止片２９とフローティングシ
ャーシ１０の前縁部に設けられたバネ係止部１０８との間に張架された引っ張りコイルバ
ネ１０３により、前方側に移動付勢されている。そして、このカートリッジホルダ１８は
、上述したローディングモータ５９の駆動力により、引っ張りコイルバネ１０３の付勢力
に抗して、後方側にスライド操作される。このような、ローディングモータ５９によるス
ライド操作は、このカートリッジホルダ１８の下側にディスクカートリッジ２０１が挿入
され、このディスクカートリッジ２０１により押圧されてカートリッジホルダ１８が後方
側に所定の微小距離（３ｍｍ程度）移動され、この微小移動がカートリッジ挿入検出スイ
ッチ７１により検出されることにより開始される。このカートリッジ挿入検出スイッチ７
１は、ローディングモータ取付け板５８上に設けられている。
【００４８】
カートリッジホルダ１８の後方側部分には、ローディングモータ５９によって回動操作さ
れるカムギヤ８０の当接部８１ａが当接する被当接片３６及びカートリッジ挿入検出スイ
ッチ７１を操作するためのスイッチ操作片３５が設けられている。なお、スイッチ操作片
３５は、初期状態においてカートリッジ挿入検出スイッチ７１の操作子を押圧しており、
ディスクカートリッジ２０１が挿入されて後方側に微小距離移動されたときに、該カート
リッジ挿入検出スイッチ７１に対する押圧操作を解除する。
【００４９】
〔６〕制御プレートの構成
フローティングシャーシ１０の上方側には、制御プレート１０２が前後方向にスライド可
能に配設されている。この制御プレート１０２は、天板部と、この天板部の両側側より下
方側に屈曲された両側壁部とを有して一体的に形成されている。この制御プレート１０２
の両側壁部には、それぞれ直線状の支持スリット１０４，１０５が設けられている。この
制御プレート１０２は、各支持スリット１０４，１０５に、フローティングシャーシ１０
の側面部に植設された支持ピン１００，１０２を挿通係合させることにより、前後方向に
スライド可能に支持されている。
【００５０】
この制御プレート１０２の両側壁部には、それぞれチャッキング用カム溝１１６，１１６
が設けられている。これらチャッキング用カム溝１１６，１１６は、前方側が下方側に位
置し、後方側が上方側に位置し、中途部が傾斜部となされて形成されている。これらチャ
ッキング用カム溝１１６，１１６には、後述するメカシャーシ３７の両側側の倣いピン３
９，３９が挿通係合している。この制御プレート１０２は、初期位置である後方側に位置
するときには、メカシャーシ３７を下方側に位置させ、前方側にスライドされることによ
り、メカシャーシ３７を上方側に移動させてチャッキング動作を行う。
【００５１】
また、この制御プレート１０２は、後述するようにメカシャーシ３７上に装着されたディ
スクカートリッジ２０１をこのメカシャーシ３７に向けて押圧し、このディスクカートリ
ッジ２０１のメカシャーシ３７に対する装着を確実とする押圧手段となる押圧バネ９６，
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９７の操作を行う。すなわち、これら押圧バネ９６，９７は、基端側をフローティングシ
ャーシ１０に取付けられ、先端側をこのフローティングシャーシ１０の天板部に設けられ
た透孔９４，９５を介して、このフローティングシャーシ１０の下方側に臨ませている。
これら押圧バネ９６，９７は、初期状態においては、図２０に示すように、ディスクカー
トリッジ２０１に対する押圧力は弱いが、制御プレート１０２が前方側にスライドされる
と、図２１に示すように、この制御プレート１０２によって後端側部分を下方側に押さえ
込まれ、ディスクカートリッジ２０１に対する押圧力を強くする。これら押圧バネ９６，
９７は、制御プレート１０２の下面部が当接する部分に当接突起９７ａを有しており、デ
ィスクカートリッジ２０１の上面部に当接する部分に押圧突起９７ｂを有している。
【００５２】
後述するメカシャーシ３７上に装着されたディスクカートリッジ２０１においては、図１
９に示すように、該メカシャーシ３７に対して、前端側の上面部の両側部分を各押圧バネ
９６，９７により押圧支持され、後端側の上面部の両側部分を押圧バネ２４の各抑え部２
５，２６により押圧支持されることとなる。
【００５３】
さらに、制御プレート１０２は、磁気ヘッド５１のディスク状記録媒体２０２に対する接
離操作を行う。すなわち、この制御プレート１０２は、天板部の下面部に磁気ヘッド操作
片１１２を有している。この磁気ヘッド操作片１１２は、制御プレート１０２が後方側に
位置しているときには、ヘッド昇降板８４よりも後方側に位置しているが、制御プレート
１０２が前方側にスライドされると、図２５に示すように、ヘッド昇降板８４を押圧して
、磁気ヘッド５１を降下させ、記録モードの実行を可能とする。
【００５４】
　そして、制御プレート１０２は、ディスクカートリッジ挿入口６を開閉する蓋部材７の
開閉操作を行う。すなわち、制御プレート１０２の側壁部には、図３に示すように、蓋部
材開閉カム が設けられている。この蓋部材開閉カム１２０は、中途部分が下方側に
拡幅された形状を有している。この蓋部材開閉カム１２０には、中央部を支軸１１８を介
してフローティングシャーシ１０の側面部に回動可能に支持された蓋部材開閉アーム１１
７の後端側の倣いピン１１９が挿通係合している。この蓋部材開閉アーム１１７は、前端
側に設けられた係止部１２２ｂと の前端部分に設けられた係止部１２２
ａとの間に張架された引っ張りコイルバネ１２１により、前端側を上方側とする方向に回
動付勢されている。したがって、この蓋部材開閉アーム１１７は、制御プレート１０２が
移動中の所定の区間において、引っ張りコイルバネ１２１の付勢力によって、前端側を上
方側とする方向に回動される。このように、蓋部材開閉アーム１１７は、前端側を上方側
とする方向に回動されると、該前端側を蓋部材７に係合させて、この蓋部材７を開蓋させ
る。
【００５５】
この制御プレート１０２は、カムギヤ８０によってスライド操作される。すなわち、この
制御プレート１０２の後縁側部分には、前後一対の係合板１１５，１１４が垂下されてい
る。これら係合板１１５，１１４の間である係合部１１３には、図１４に示すように、カ
ムギヤ８０が回転操作されることにより、制御ピン８１ｃが進する。そして、制御プレー
ト１０２は、この制御ピン８１ｃの移動に伴って、図１４中矢印Ｋで示すように、前方側
にスライドされる。
【００５６】
このように、このディスクカートリッジローディング装置においては、メカシャーシ３７
の回動操作（チャッキング操作）、押圧手段となる押圧バネ９６，９７の操作及び蓋部材
７の開閉操作を行う制御プレート１０２のスライドと、カートリッジホルダ１８のスライ
ド操作とは、１つのカムギヤ８０によって操作される。
【００５７】
〔７〕メカシャーシの構成
　フローティングシャーシ には、このフローティングシャーシ 及びカートリッジ
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ホルダ１８の下方側に位置して、記録再生部を構成するメカシャーシ３７が回動可能に取
付けられている。このメカシャーシ３７は、図１に示すように、金属の如き材料により、
カートリッジ２０３の主面部に略々等しい大きさを有する平板状に形成されている。この
メカシャーシ３７は、後方側部分より両側側に向けて突設された支軸３８，３８を介して
、フローティングシャーシ１０の後方側の下端部に設けられた軸支持溝１２３により、回
動可能に支持されている。これら支軸３８，３８は、軸支持溝１２３に対して下方側より
嵌合され、後述するローディングモータ取付け板５８がフローティングシャーシ１０に取
付けられることにより、このローディングモータ取付け板５８の前縁部により突設された
軸支持片６３により下方側を支持されて、該フローティングシャーシ１０に取付けられる
。このメカシャーシ３７は、支軸３８，３８回りに回動操作されることにより、図１中矢
印Ｂで示すように、前方側部分を上下方向に移動させる。
【００５８】
このメカシャーシ３７上には、ディスクカートリッジ装着部が構成されている。すなわち
、このメカシャーシ３７の略々中央部の下面部には、回転操作機構を構成するスピンドル
モータ４０が、駆動軸４２を上方側に向けて取り付けられている。このスピンドルモータ
４０は、駆動軸４２を、メカシャーシ３７の略々中央部に設けられた透孔を介して、該メ
カシャーシ３７の上方側に突出させている。このスピンドルモータ４０の駆動軸には、デ
ィスクテーブル４１が取り付けられている。このディスクテーブル４１は、合成樹脂の如
き材料により略々円盤状に形成され、上面部に、ディスク状記録媒体２０２のチャッキン
グ孔に対応する円錐台状の突起部を有している。また、このディスクテーブル４１は、突
起部の上端側部分に、チャッキングプレート２０４を吸引するためのマグネットを有して
いる。このディスクテーブル４１は、ディスク状記録媒体２０２の中心部分が載置される
と、チャッキング孔に上記突起部を嵌合させるとともに、上記マグネットによりチャッキ
ングプレート２０４を吸引して、このディスク状記録媒体２０２を位置決めして保持する
。このとき、ディスク状記録媒体２０２は、チャッキング孔の中心がスピンドルモータ４
０の駆動軸４１の中心軸上となされる。そして、スピンドルモータ４０は、ディスクテー
ブル４１とともに、ディスク状記録媒体２０２を回転操作することができる。
【００５９】
また、メカシャーシ３７には、光学ピックアップ４５が取り付けられている。この光学ピ
ックアップ４５は、光学ブロック部を有し、この光学ブロック部内に、光源となるレーザ
ダイオード、フォトトランジスタの如き受光素子、上記レーザダイオードより発する光束
を導く種々の光学デバイス及び対物レンズ４６等を内蔵して構成されている。この光学ピ
ックアップ４５は、レーザダイオードより発する光束を光学デバイス及び対物レンズ４６
を介してディスク状記録媒体２０２の信号記録層に集光して照射することができるように
構成されている。また、この光学ピックアップ４５は、ディスク状記録媒体２０２に照射
された光束の反射光束を、対物レンズ４６及び光学デバイスを介して、受光素子により検
出できるように構成されている。また、この光学ピックアップ４５においては、反射光束
について、光量及び偏光方向の回転角を検出することができる。
【００６０】
光学ピックアップ４５は、メカシャーシ３７の下面部に取り付けられたガイドシャフト４
７を介して、スピンドルモータ４０の一側側に位置して、移動可能に取り付けられている
。この光学ピックアップ４５は、ガイドシャフト４７に沿って、スピンドルモータ４０の
側方側位置においてこのスピンドルモータ４０に対する接離方向に移動可能となっている
。この光学ピックアップ４５は、メカシャーシ３７の下面側に位置し、このメカシャーシ
３７に設けられた透孔を介して、対物レンズ４６をこのメカシャーシ３７の上方側に臨ま
せている。この対物レンズ４７は、上記ディスクテーブル４１に保持されたディスク状記
録媒体２０２の信号記録面に対向される。すなわち、この光学ピックアップ４５は、ディ
スクテーブル４１に保持されて回転操作されるディスク状記録媒体２０２に対する情報信
号の書き込み、または、読み出しのこめの光束の照射を行うことができるようになされて
いる。
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【００６１】
上記光学ピックアップ４５は、上記メカシャーシ３７の下面部に取り付けられたスレッド
モータ４３により、ガイドシャフト４７に沿って送り操作される。スレッドモータ４３の
駆動軸には、スクリューシャフト４４が取り付けられている。このスクリューシャフト４
４は、外周面部にスクリューネジ部を有しており、このスクリューネジ部を上記光学ピッ
クアップ４５の光学ブロック部に噛合させている。すなわち、上記スレッドモータ４３が
駆動すると、スクリューシャフト４４が回転操作されて、光学ピックアップ４５は、ガイ
ドシャフト４７に沿って移動操作される。
【００６２】
なお、上記スピンドルモータ４０の近傍には、光学ピックアップ４５が移動可能範囲内で
最も該スピンドルモータ４０に接近された位置になったとき、すなわち、この光学ピック
アップ４５の位置がディスク状記録媒体２０２の最内周位置となったときに、この光学ピ
ックアップ４５の光学ブロック部に押圧操作される内周検出スイッチが取り付けられてい
る。
【００６３】
このメカシャーシ３７の上面部には、前縁部近傍及び後縁部近傍の一側側部分に、対をな
す前方側及び後方側位置決めピン５２，５３が植設されている。前方側位置決めピン５２
は、図２０に示すように、先端側が縮径されて略々円錐形状となされたピンである。後方
側位置決めピン５３は、略々円錐台形状のピンである。これら各位置決めピン５２，５３
は、ディスクカートリッジ２０１がメカシャーシ３７上に載置されたとき、各位置決め穴
２１３，２１５に対応して嵌合し、カートリッジ２０３のメカシャーシ３７に対する位置
決めを行う。また、このメカシャーシ３７の他側側部分には、高さ位置決め用の前後一対
の位置決め突起５４，５５が形成されている。これら位置決め突起５４，５５は、メカシ
ャーシ３７上に載置されたディスクカートリッジ２０１のカートリッジ２０３の下方側の
主面部に当接して、このカートリッジ２０３の高さ方向についての位置決めを行う。
【００６４】
　また、メカシャーシ３７の前方側の位置決め突起 の近傍には、下方側に位置して、
カートリッジ識別スイッチ５６が配設されている。このカートリッジ識別スイッチ５６は
、押圧子５６ａ，５６ｂを、メカシャーシ３７に設けられた透孔を介して、位置決め突起
５４の上面部よりも上方側に突出させている。すなわち、カートリッジ装着検出スイッチ
５６は、位置決め突起５４の上面部にカートリッジ２０３の下方側の主面部が当接される
と、この主面部により押圧子５６ａ，５６ｂを押圧される。このとき、このカートリッジ
装着検出スイッチ５６の押圧子５６ａ，５６ｂは、複数の識別用穴に対応している。この
カートリッジ識別スイッチ５６は、各押圧子５６ａ，５６ｂに対応する識別用穴が浅い場
合に押圧操作され、該識別用穴が深い場合には押圧されない。
【００６５】
このメカシャーシ３７においては、ディスクカートリッジ２０１が載置されると、上記カ
ートリッジ２０３が各位置決めピン５２，５３及び各位置決め突起５４，５５によって位
置決めされるとともに、ディスク状記録媒体２０２がディスクテーブル４１上に位置決め
されて保持、すなわち、チャッキングされる。このとき、ディスク状記録媒体２０２は、
上記カートリッジ２０３内において、このカートリッジ２０３の内壁部に摺接することな
く、回転操作されることができる。また、このとき、カートリッジ識別スイッチ５６によ
り各識別用穴の状態が識別される。カートリッジ識別スイッチ５６は、この記録再生装置
の図示しない制御回路（ＣＰＵ）に接続されている。
【００６６】
また、上記光学ピックアップ４５には、図１に示すように、連結アーム４９及びジンバル
バネ５０を介して、磁気ヘッド５１が取り付けられている。連結アーム４９は、光学ピッ
クアップ４５の光学ブロック部の後方側において上方側に向けて取付けられている。この
連結アーム４９の先端側部分は、メカシャーシ３７の後側縁部よりも上方側に位置してい
る。この連結アーム４９の先端部には、ジンバルバネ５０の基端側が取り付けられている
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。このジンバルバネ５０は、前方側に向けて配設されており、前端側部分を上下方向、す
なわち、メカシャーシ３７に対する接離方向に変位可能となしている。このジンバルバネ
５０の先端側には、磁気ヘッド５１が取り付けられている。
【００６７】
このようにして支持された磁気ヘッド５１は、上記光学ピックアップ４５の対物レンズ４
６の上方側に位置し、この対物レンズ４６に対向されている。また、この磁気ヘッド５１
は、ジンバルバネ５０が上下方向に変位されることにより、メカシャーシ３７に接離する
上下方向に移動可能となされている。このジンバルバネ５０は、自然状態においては、磁
気ヘッド５１を降下させる、すなわち、対物レンズ４６に近接させるような形状となされ
ている。そして、このジンバルバネ５０は、フローティングシャーシ１０のヘッド昇降板
８４の上に乗せられており、このヘッド昇降板８４の回動に応じて上下方向に変位される
。
【００６８】
このメカシャーシ３７は、支軸３８，３８回りに回動操作されることにより、後述するよ
うに、引き込み手段となるカートリッジホルダ１８による移動操作を完了されたディスク
カートリッジ２０１に対して、接離可能となされている。すなわち、このメカシャーシ３
７は、回動操作されることにより、カートリッジホルダ１８による移動操作を完了された
ディスクカートリッジ２０１を保持してこのディスクカートリッジ２０１に収納されたデ
ィスク状記録媒体２０２に対する情報信号の書き込み読み出しが可能となる位置（チャッ
キング位置）と、このディスクカートリッジ２０１より離間してこのディスクカートリッ
ジ２０１の移動を可能とする位置とに亘って回動される。
【００６９】
このメカシャーシ３７の両側縁部には、倣いピン３９，３９が突設されており、これら倣
いピン３９，３９は、上述したように、制御プレート１０２のチャッキング用カム溝１１
６，１１６に挿通係合している。したがって、このメカシャーシ３７は、制御プレート１
０２の前方側へのスライドによって上方側に回動操作されて、チャッキング動作を行う。
【００７０】
そして、メカシャーシ３７の上面部には、メカシャーシ３７上にカートリッジ２０３が搬
入される側、すなわち、前方側に位置して、カートリッジ２０３に向けて、すなわち、上
方側に向けて突設された突出部材５７が設けられている。この突出部材５７は、カートリ
ッジ２０３がカートリッジホルダ１８による移動操作の途上である位置にあるときにメカ
シャーシ３７がこのカートリッジ２０３に接近する方向（上方側）に移動操作された場合
には、図３５に示すように、カートリッジ２０３に当接して、メカシャーシ３７の移動を
阻止するものである。
【００７１】
この突出部材５７は、記録再生部３７上において、カートリッジ２０３がカートリッジホ
ルダ１８による移動操作の途上である位置にあるときに該メカシャーシ３７がこのカート
リッジ２０３に接近する方向（上方側）に移動したときに、該カートリッジ２０３の中央
部よりも偏った位置に当接する位置、すなわち、中央部よりも左右いずれかに偏った位置
に配設されている。
【００７２】
なお、このディスクカートリッジローディング機構を用いる記録再生装置においては、メ
カシャーシ３７のカートリッジ２０３に接近する方向への移動が突出部材５７によって阻
止されたことを判別する判別手段を設け、さらに、この判別手段による判別結果に基づい
てメカシャーシ３７をカートリッジ２０１より離間する方向に移動操作する制御手段を設
ければ、突出部材５７がカートリッジ２０３に当接したときに、チャッキング動作を解除
して初期状態に復帰させることができる。
【００７３】
ローディングモータ取付け板５８には、ロック片６５が設けられている。このロック片６
５は、光学ピックアップ４５が再内周位置（スピンドルモータ４０に最も接近した位置）
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にあり、かつ、メカシャーシ３７が下方側に回動操作されているときに、この光学ピック
アップ４５の外周側（スピンドルモータ４０より離間する方向）への移動を阻止する位置
となっている。すなわち、メカシャーシ３７を下方側に回動操作するときには、必ず、光
学ピックアップ４５を再内周位置に移動させておくものとすれば、メカシャーシ３７が下
方側に回動操作されている状態においては、光学ピックアップ４５が外方側よりの衝撃に
より外周側に移動してしまうことがない。光学ピックアップ４５の外方側よりの衝撃によ
る移動を防止することにより、搬送時などの光学ピックアップ４５の破損を防止すること
ができる。
【００７４】
〔８〕ディスクカートリッジローディング機構の動作
上述のように構成された本発明に係るディスクカートリッジローディング機構においては
、図２に示すように、ディスクカートリッジ２０１が前方側より挿入操作されると、この
ディスクカートリッジ２０１は、図５に示すように、カートリッジホルダ１８により保持
される。このとき、引き込みレバー３０が、図６に示すように、回動操作されてカートリ
ッジ２０３に係合する。そして、この状態において、図８において矢印Ｆで示すように、
カートリッジ２０３を後方側に押圧すると、カートリッジ挿入検出スイッチ７１が操作さ
れ、ローディングモータ５９が駆動を開始する。
【００７５】
すると、カムギヤ８０は、図９において矢印Ｑで示すように、当接部８１ａにより被当接
片３６を押圧して、カートリッジホルダ１８を後方側にスライドさせる。カムギヤ８０が
約１８０°回転されると、図１０に示すように、カートリッジホルダ１８の後方側への引
き込みが完了する。このときには、ディスクカートリッジ２０１のシャッタ部材２０５は
、開蓋されている。
【００７６】
カートリッジホルダ１８は、このように、カートリッジ２０３を記録再生装置内に引き込
んだときに、このカートリッジ２０３を、少なくともメカシャーシ３７による位置決め及
び保持が可能な程度に移動可能な状態とする。すなわち、カートリッジホルダ１８は、カ
ートリッジ２０３の後側面部（すなわち、被係合凹部２１１の前壁部）に当接する当接係
合部（すなわち、引き込みレバー３０の保持爪３４）を有し、この当接係合部によって該
カートリッジ２０３の後側面部を押圧してこのカートリッジ２０３を移動させている。そ
して、このカートリッジホルダ１８は、カートリッジ２０３を記録再生装置内に引き込ん
だときには、カートリッジ２０３の引き込み方向の逆方向に僅かに（０．５ｍｍ程度）戻
って、当接係合部をカートリッジ２０３より離間させることにより、カートリッジ２０３
を移動可能な状態とする。このようなカートリッジホルダ１８の移動は、図１１に示すよ
うに、当接部８１ａに対応する部分の外周部が僅かに（０．５ｍｍ程度）外周側に膨出さ
れた膨出部８１ｄとなっていることにより実現される。すなわち、カムギヤ８０は、膨出
部８１ｄを被当接片３６に当接させているときにカートリッジホルダ１８を最も後方側に
移動させる。そして、カムギヤ８０が膨出部８１ｄが被当接片３６より外れる状態まで回
転されることにより、カートリッジホルダ１８は、引っ張りコイルバネ１０３の付勢力に
より、図１１中矢印Ｊで示すように、前方側に僅かに戻ることとなる。
【００７７】
また、カートリッジホルダ１８を支持するガイドスリット１４，１５は、このカートリッ
ジホルダ１８が後方側位置に至ったときにガイドピン１９，２０が挿通している位置が、
僅かに（０．５ｍｍ程度）拡幅されている。したがって、これらガイドスリット１４，１
５は、カートリッジホルダ１８がカートリッジ２０３を記録再生装置内に引き込んだとき
に、カートリッジ２０３の引き込み方向に直交する方向について、このカートリッジ２０
３を移動可能としている。
【００７８】
このようにして、このディスクカートリッジローディング機構においては、メカシャーシ
３７がディスクカートリッジ２０３を確実にチャッキングすることが容易となされている
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。このとき、図１２に示すように、制御プレート１０２は、まだ、後方側に位置している
。
【００７９】
そして、制御プレート１０２は、図１３において矢印Ｋで示すように、前方側にスライド
され始めるが、このとき、蓋部材７は、始めはディスクカートリッジ２０１によって押し
開けられているが、ディスクカートリッジ２０１の引き込みが終了しても、制御プレート
１０２がスライドされることにより、蓋開閉アーム１１７によって開蓋された状態を維持
される。
【００８０】
制御プレート１０２が前方側にスライドされることにより、図１６に示すように、メカシ
ャーシ３７が上方側に回動され始める。また、制御プレート１０２が前方側にスライドさ
れることにより、図１７に示すように、押圧バネ９６，９７が下方側に変移され始める。
【００８１】
カムギヤ８０が、図１８に示すように、再生モードスイッチ６８を操作し、再生モードを
実行するための位置にて停止されると、図２１に示すように、ディスクカートリッジ２０
１のチャッキングが完了する。このとき、磁気ヘッド５１は、図２３に示すように、ディ
スク上記録媒体２０２より離間されている。この状態で再生モードが実行可能である。
【００８２】
また、このとき、図３６に示すように、他のディスクカートリッジ２０１が挿入操作され
ようとしても、この他のディスクカートリッジ２０１は、メカシャーシ３７上に設けられ
た突出部材５７に当接して挿入を阻止される。
【００８３】
次に、カムギヤ８０が、図２４に示すように、記録モードスイッチ６９を操作し、記録モ
ードを実行するための位置にて停止されると、図２６に示すように、磁気ヘッド５１は、
図２６に示すように、ディスク上記録媒体２０２上に降下される。この状態で記録モード
が実行可能である。
【００８４】
チャッキングを完了されているディスクカートリッジ２０１をイジェクトするには、ロー
ディングモータ５９を上述の過程の逆の方向に回転駆動する。すると、まず、制御プレー
トが後方側にスライドされてチャッキングが解除され、次いで、カートリッジホルダ１８
が前方側にスライドされて、ディスクカートリッジ２０１を前方側に押し出す。このとき
、引き込みレバー３０は、初期状態に復帰する。
【００８５】
なお、このディスクカートリッジローディング機構においては、後述するように、ディス
クカートリッジ２０１の挿入方向に関する誤挿入に対する対策がなされているが、ディス
クカートリッジ２０１の変形等を考えると、完全な防止を図ることが困難である。このデ
ィスクカートリッジローディング機構においては、このような誤挿入が生じても、突出部
材５７がカートリッジ２０３に当接することによって検出されるので、ディスクテーブル
４１やカートリッジ２０３を破損する虞れがない。
【００８６】
ディスクカートリッジ２０１の挿入方向に関する誤挿入としては、図２８に示すように、
左に９０°回転させて挿入することが考えられる。この場合には、カートリッジ２０３の
横幅は、図２７に示す正規の方向での挿入の場合の支持溝部２０７及び溝部２１２の底部
間の距離と比較すると広いことになり、すなわち、シャッタ開蓋片１２９及び支持片部２
３がカートリッジ２０３に当接するので、誤挿入が防止される。
【００８７】
また、ディスクカートリッジ２０１の挿入方向に関する誤挿入としては、図２９に示すよ
うに、左に１８０°回転させて挿入することが考えられる。この場合には、カートリッジ
２０３の横幅は、図２７に示す正規の方向での挿入の場合の支持溝部２０７及び溝部２１
２の底部間の距離と比較すると広いことになり、すなわち、シャッタ開蓋片１２９及び支
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持片部２３がカートリッジ２０３に当接するので、誤挿入が防止される。
【００８８】
さらに、ディスクカートリッジ２０１の挿入方向に関する誤挿入としては、図３０に示す
ように、左に２７０°回転させて挿入することが考えられる。この場合にも、カートリッ
ジ２０３の横幅は、図２７に示す正規の方向での挿入の場合の支持溝部２０７及び溝部２
１２の底部間の距離と比較すると広いことになり、すなわち、シャッタ開蓋片１２９及び
支持片部２３がカートリッジ２０３に当接するので、誤挿入が防止される。
【００８９】
そして、ディスクカートリッジ２０１の挿入方向に関する誤挿入としては、図３１に示す
ように、裏返して挿入することが考えられる（シャッタ部材２０５の位置は正しい）。こ
の場合にも、カートリッジ２０３の横幅は、図２７に示す正規の方向での挿入の場合の支
持溝部２０７及び溝部２１２の底部間の距離と比較すると広いことになり、すなわち、シ
ャッタ開蓋片１２９及び支持片部２３がカートリッジ２０３に当接するので、誤挿入が防
止される。
【００９０】
さらに、ディスクカートリッジ２０１の挿入方向に関する誤挿入としては、図３２に示す
ように、裏返したうえに右に９０°回転させて挿入することが考えられる。この場合にも
、カートリッジ２０３の横幅は、図２７に示す正規の方向での挿入の場合の支持溝部２０
７及び溝部２１２の底部間の距離と比較すると広いことになり、すなわち、シャッタ開蓋
片１２９及び支持片部２３がカートリッジ２０３に当接するので、誤挿入が防止される。
【００９１】
また、ディスクカートリッジ２０１の挿入方向に関する誤挿入としては、図３３に示すよ
うに、裏返したうえに右に１８０°回転させて挿入することが考えられる。この場合にも
、カートリッジ２０３の横幅は、図２７に示す正規の方向での挿入の場合の支持溝部２０
７及び溝部２１２の底部間の距離と比較すると広いことになり、すなわち、シャッタ開蓋
片１２９及び支持片部２３がカートリッジ２０３に当接するので、誤挿入が防止される。
【００９２】
そして、ディスクカートリッジ２０１の挿入方向に関する誤挿入としては、図３４に示す
ように、裏返したうえに右に２７０°回転させて挿入することが考えられる。この場合に
も、カートリッジ２０３の横幅は、図２７に示す正規の方向での挿入の場合の支持溝部２
０７及び溝部２１２の底部間の距離と比較すると広いことになり、すなわち、シャッタ開
蓋片１２９及び支持片部２３がカートリッジ２０３に当接するので、誤挿入が防止される
。
【００９３】
【発明の効果】
　上述のように、本発明に係る記録媒体ローディング装置は、記録媒体 収納 カー
トリッジを

。
【００９４】
　そして、

【００９５】
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が された
保持するカートリッジホルダと、カートリッジが挿入される挿入位置からカー

トリッジホルダ内で記録媒体に対する情報信号の記録又は再生が可能な記録又は再生位置
へ直線状にカートリッジを引き込む引き込み手段と、記録又は再生部が設けられ、記録又
は再生位置に移動されたカートリッジに対する接離方向に移動可能に配設され、カートリ
ッジに収納された記録媒体に対する情報信号の書き込み又は読み出しが可能な書き込み又
は読み出し位置と、カートリッジより離間した離間位置との間に亘って移動操作されるシ
ャーシとを備える

本発明に係る記録媒体ローディング装置は、引き込み手段によりカートリッジ
を記録又は再生位置に引き込んだとき、このカートリッジを引き込み方向とは逆の方向に
移動可能としているので、カートリッジの記録又は再生位置への確実な位置決め及び保持
が実現できる。そして、記録又は再生位置にカートリッジが引き込まれているとき、更な
るカートリッジの挿入が規制される。



　すなわち、本発明は、カートリッジホルダ等を有して構成される引き込み手段を始めと
する各部分の機構が簡素化され、また、

記録媒体ローディング機構を提供することができるものである
。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る記録媒体ローディング機構の構成を示す分解斜視図である。
【図２】上記記録媒体ローディング機構の構成を示す平面図である。
【図３】上記記録媒体ローディング機構の構成を示す側面図である。
【図４】上記記録媒体ローディング機構のカートリッジホルダの構成を示す平面図である
。
【図５】上記記録媒体ローディング機構のカートリッジホルダの構成を示す側面図である
。
【図６】上記記録媒体ローディング機構の引き込みレバーの構成を示す平面図である。
【図７】上記記録媒体ローディング機構に対してディスクカートリッジが挿入された状態
を示す平面図である。
【図８】上記記録媒体ローディング機構に対してディスクカートリッジが挿入された状態
を示す側面図である。
【図９】上記記録媒体ローディング機構のローディングカムの形状を示す平面図である。
【図１０】上記記録媒体ローディング機構においてディスクカートリッジが引き込まれた
状態を示す平面図である。
【図１１】ディスクカートリッジの引き込みを完了した状態におけるローディングカムの
状態を示す平面図である。
【図１２】ディスクカートリッジの引き込みが完了した状態における制御プレートの状態
を示す平面図である。
【図１３】ディスクカートリッジの引き込みが完了した状態における制御プレートの状態
を示す側面図である。
【図１４】　ローディングカムによる制御プレートの移動操作を示す平面図である。
【図１５】　制御プレートの移動操作が開始されるときのディスクカートリッジの位置を
示す平面図である。
【図１６】制御プレートの移動操作が開始されるときのディスクカートリッジの位置を一
部を破断して示す側面図である。
【図１７】引き込みを完了されたディスクカートリッジとメカシャーシとの位置関係を一
部を破断して示す側面図である。
【図１８】上記記録媒体ローディング機構においてローディング操作が完了された状態（
再生モードが実行される状態）を示す平面図である。
【図１９】上記記録媒体ローディング機構におけるディスクカートリッジの保持状態を示
す平面図である。
【図２０】メカシャーシによりディスクカートリッジが保持される状態を示す縦断面図で
ある。
【図２１】メカシャーシによりディスクカートリッジが保持された状態を示す縦断面図で
ある。
【図２２】上記記録媒体ローディング機構の再生モードにおける状態を示す縦断面図であ
る。
【図２３】磁気ヘッドの再生モードにおける状態を示す側面図である。
【図２４】上記記録媒体ローディング機構において記録モードが実行される状態を示す平
面図である。
【図２５】上記記録媒体ローディング機構の記録モードにおける状態を示す縦断面図であ
る。
【図２６】磁気ヘッドの記録モードにおける状態を示す側面図である。
【図２７】ディスクカートリッジが正常に挿入された状態におけるディスクカートリッジ
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カートリッジの記録又は再生位置への確実な位置
決め及び保持が実現できる



とカートリッジホルダとの関係を示す平面図である。
【図２８】ディスクカートリッジが誤って挿入された状態（左へ９０°回転）におけるデ
ィスクカートリッジとカートリッジホルダとの関係を示す平面図である。
【図２９】ディスクカートリッジが誤って挿入された状態（左へ１８０°回転）における
ディスクカートリッジとカートリッジホルダとの関係を示す平面図である。
【図３０】ディスクカートリッジが誤って挿入された状態（左へ２７０°回転）における
ディスクカートリッジとカートリッジホルダとの関係を示す平面図である。
【図３１】ディスクカートリッジが誤って挿入された状態（裏返し）におけるディスクカ
ートリッジとカートリッジホルダとの関係を示す平面図である。
【図３２】ディスクカートリッジが誤って挿入された状態（裏返して右へ９０°回転）に
おけるディスクカートリッジとカートリッジホルダとの関係を示す平面図である。
【図３３】ディスクカートリッジが誤って挿入された状態（裏返して右へ１８０°回転）
におけるディスクカートリッジとカートリッジホルダとの関係を示す平面図である。
【図３４】ディスクカートリッジが誤って挿入された状態（裏返して右へ２７０°回転）
におけるディスクカートリッジとカートリッジホルダとの関係を示す平面図である。
【図３５】ディスクカートリッジの引き込み完了前に誤動作によりメカシャーシの回動が
開始された状態を示す側面図である。
【図３６】ディスクカートリッジが装着されている状態で誤操作により別のディスクカー
トリッジが挿入されようとしている状態を示す側面図である。
【符号の説明】
１４，１５　ガイドスリット、１８　カートリッジホルダ、３７　メカシャーシ、２０２
　光磁気ディスク、２０１　ディスクカートリッジ
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】
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【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】

【 図 ２ ４ 】 【 図 ２ ５ 】

【 図 ２ ６ 】
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【 図 ２ ７ 】

【 図 ２ ８ 】

【 図 ２ ９ 】

【 図 ３ ０ 】

【 図 ３ １ 】

【 図 ３ ２ 】

【 図 ３ ３ 】

【 図 ３ ４ 】

(23) JP 3752764 B2 2006.3.8



【 図 ３ ５ 】 【 図 ３ ６ 】
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